
 

つばさ正会員総会/市民公開講座 

 

 

 

 

正会員として本法人を支えていただいている方、またつばさに様々な形で関心を寄せ、ご協力い

ただいている皆様、いつも本当にありがとうございます。下記に総会と公開イベントを開催します

ので、ご参加いただけますようお願いいたします。 

近年、薬や新規治療法のおかげで長期闘病が可能になった血液がんですが、開発された薬のおか

げで働きながらの闘病が可能になりました。ただそれは一方で、働かなければ薬（治療費）が払え

ないという現実も創り出しています。 

つばさは 2010年から 4年間「つばさ支援基金」運営し、昨年からは「つばさ支援基金Ⅱ」を進

めています。最初の支援基金、いまの支援基金Ⅱでも多くの受給者さんから「支援してもらえてよ

かった」の声をいただいています。但しいつも運営母体として思うのは、できれば長期闘病のひと

すべてが診断されてから「これがあって良かった」と思える制度や支援態勢があればどんなに良い

だろうか…、ということです。 

診断されて辛くない人はいないはずです。でもせめてそこに「ほっと」できる支え手があれば。

その想いを語り合いましょう。 

※公開講座ですから正会員さんではなくてもご参加いただけます。大歓迎です。 

 

 

                  記 

2026年 9月 26 日（土）つばさチャンネルで公開  

https://www.youtube.com/channel/UCiHgaJ-gOcMlenYixI-OtcQ 

 

総会 13 時 30分～14時 理事＆正会員 ※一般ご参加者の方も傍聴いただけます。 

2026年度決算、2027年度予算、2027年度の活動方針ほかにつきまして議論・承認など 

 

公開イベント  14 時～16 時「語り合い・分かち合い」 

～長期闘病と医療費・学費・暮らしのお金～ 

 

参加費 総会・公開イベント共に無料 ※以下の要領でお申し込みください。 

申し込み forum@tsubasa-npo.org へ 

掲題に「つばさ正会員総会・市民公開講座参加希望」 正会員 or 一般参加者 

9 月 22日（火・休）までに 

お名前、お電話番号、ご住所、人数（同伴者の方のお名前も） 

 

 

 

～長期闘病と医療費・学費・暮らしのお金～ 

語り合いましょう 

mailto:forum@tsubasa-npo.org


公開イベント「語り合い・分かち合い」 

♤齊藤高弘さん（愛知医大学生で ALL と闘った齊藤樺嵯斗さんの父） 

息子の齊藤樺嵯斗さんが愛知医大医学生時に T リンパ芽球性リンパ腫/急性リンパ性白血病を発症、2 回

骨髄移植を受けました。闘病中に「学費」でクラウドファンディングに取り組んで話題になりました。樺嵯

斗さんが社会に残した「闘病と医療費と学費」についての足跡を語ります。 

♤瀧 香織さん（MPN-JAPAN 代表） 

10 代から強い不調を感じながらも留学していたが、日本でも留学先でも診断されず。1999 年に

ようやく（日本国内で）本態性血小板血症の診断に至ります。それから少しずつ疾患の理解を進め

ながら仲間作りを進めてきました。今は自らもつばさ支援基金Ⅱの助成を受けつつ、グループ代表

として基金Ⅱの広報協力にも参加しています。 

♤稲葉恵美さん 

19 年前に慢性骨髄性白血病に。診断時「仕事を辞めて闘病」という選択肢は頭に浮かばず、ともかく仕事

との両立を考えました。ところがいざ服薬が始まると副作用がとんでもないし、医療費だって「継続してい

たらけっこうすごい」ことになります。でも、こんな風に元気に暮らせて、行きたいところに行けて。それ

は薬のおかげです。だからこそ「医療費のこと、語り合いたい」です。 

 

ほか、矢萩 淳さん初めつばさ理事さん達も参加予定です。正会員さん、そうでない方も大歓迎で

す。語り合い・分かち合い・支え合いにご参加ください。 

 

NPO法人血液情報広場・つばさ事務局 長谷川 03-3207-8503 office@tsubasa-npo.org 

 参加申し込みは forum@tsubasa-npo.org 掲題「0926 つばさ正会員総会公開講座に参加希望」 

名前・住所と電話番号・人数、正会員か否か、をお忘れなく（正会員ではなくても参加いただけま

す）。 

mailto:office@tsubasa-npo.org
mailto:forum@tsubasa-npo.org

